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当社グループは鉄鋼原料をはじめ、各種エネルギー資源・原料・製品・食糧などの海上輸送で
専門性を高め、一つひとつの物流を最適化するプロフェッショナル集団として社会の発展を
支えてきました。
私たちの強みは、国際輸送を担う外航事業と国内輸送を担う内航事業の2つをグループ内で完結
する「内外航ワンストップソリューション」です。海上物流のあらゆるニーズに対応し、安全
で円滑な輸送サービスを実現できることが当社グループの誇りです。

NSユナイテッド海運グループは
内外航を一体でカバーする
海上物流のスペシャリストです
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当社グループは鉄鋼原料をはじめ、各種エネルギー資源・原料・製品・食糧などの海上輸送で
専門性を高め、一つひとつの物流を最適化するプロフェッショナル集団として社会の発展を
支えてきました。
私たちの強みは、国際輸送を担う外航事業と国内輸送を担う内航事業の2つをグループ内で完結
する「内外航ワンストップソリューション」です。海上物流のあらゆるニーズに対応し、安全
で円滑な輸送サービスを実現できることが当社グループの誇りです。

NSユナイテッド海運グループは
内外航を一体でカバーする
海上物流のスペシャリストです
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発行にあたって（重要なお知らせ）
当社は、2026年7月31日開催の取締役会において、日本郵船株式会社による当社普通株式に対する公開買付けが開

始された場合には、これに賛同の意見を表明するとともに、当社の株主の皆さまに対して、本公開買付けへの応募を推
奨する旨を決議いたしました。
また、日本郵船株式会社による公開買付けが成立し、所定の手続きが完了した場合には、同社の連結子会社となり、

当社株式は上場廃止となる予定です。なお、公開買付けの成立を条件として、2026年度の剰余金の配当を行わないこ
とを決議しております。
本報告書は、2026年7月31日以前に入手可能な情報に基づき作成しております。公開買付けの結果およびその後の

手続きの進捗により、当社の経営体制、株主構成、資本政策などに変更が生じる可能性があります。最新の情報につき
ましては、当社Webサイトをご確認ください。
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情報開示・対話の方針

基本方針
当社グループの企業行動規範では「企業情報を積極
的かつ公正に開示する」ことを掲げています。
また、金融商品取引法および東京証券取引所の適時
開示規則を遵守し、経営上の重要事項で投資判断に影
響を与える情報については、透明性・公平性・継続性
を基本に株主や投資家の皆さまへ適時に提供します。
さらに、当社グループをより深く理解していただく
ための情報も積極的に公表していくことを方針として
います。
総務グループ担当役員を委員長とし、総務グループ、
経理グループ、企画グループの各担当役員およびグルー
プマネジャーを委員とするIR委員会にて、適時開示の
状況報告を行っています。

株主・投資家との対話の状況
当社は、株主・投資家の皆さまに当社経営方針・経
営戦略への理解を深めていただき、信頼関係を構築す
ることを目的に、個別のIR面談を実施しております。
お寄せいただいた貴重なご意見は取締役会およびIR
委員会へ報告し、経営戦略についての議論の深化に活
用しています。

IR面談の主な対応者
企画グループ、経理グループ担当者

報告対象期間・組織
対象期間：�2025年4月1日～2026年3月31日�

※一部この期間外の事柄も報告しています

対象組織：�NSユナイテッド海運株式会社と�
その関係会社

将来の見通しに関する記述
本誌に記載されている将来の業績見通し、計画、経
営戦略などにつきましては、現在入手可能な情報に基
づいた予想であり、リスク・不確実性を含んでいます。
事業環境の変化などにより、実際の業績とは異なる可
能性があることをご承知おきください。

参考にしたガイドライン
本誌制作にあたっては、経済産業省が提示している
右記「価値協創ガイダンス2.0」に対応付けて編集して
います。同ガイダンスの枠組みは、株主や投資家との
対話に加え、顧客・社員・地域社会など多様なステー
クホルダーの皆さまとの協創を促進するための視点と
しても有効であると考えています。

「価値協創ガイダンス2.0」
における要求事項

対応する主なコンテンツ

価値観 ● �海をつなぐ

長
期
戦
略

長期ビジョン ● �パーパスと経営戦略のコネクティビティ

ビジネスモデル
● �4つの質問でひも解くNSUグループ
● �価値創造プロセス
● �事業戦略

リスクと機会
● ��サステナビリティ
● ��カーボンニュートラルに向けて
● ��人権尊重

実行戦略
（中期経営戦略など）

● ��中期経営計画「FORWARD 2030 Ⅱ」
進捗状況

● ��技術、イノベーション
● ��人材の育成・評価、DE&I
● ��DX推進

成果と
重要な成果指標
（KPI）

● ��トップメッセージ
● ��データで見るNSUグループ
● ��財務戦略
● ��マテリアリティ（重要課題）

ガバナンス ● ��健全なガバナンス

実質的な対話・
エンゲージメント

● �情報開示・対話の方針
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〒 100-8108　東京都千代田区大手町二丁目 3 番 2 号
大手町プレイス イーストタワー 5 階
NS UNITED REPORT 2026　制作事務局

https://www.nsuship.co.jp/

「NS UNITED REPORT 2026」をお読みいただき、
ありがとうございます。皆さまのご意見・ご感想を
当社 HP「お問い合わせ」よりお寄せください。

https://www.nsuship.co.jp/ja/contact.html
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